
●力を合わせて闘おう！
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　連合愛知中小共闘センターは、１月２７日に名古屋プ
ライムセントラルタワーにおいて「２０１２春季生活闘争
中小労組決起集会」を開催した。本決起集会には、神野
会長はじめ、中小共闘センター三村委員長、佐藤副委員
長、構成組織役員、加盟組合代表者など約１４０名が参加
した。これは、連合愛知が今次春闘の本格的な開始を
控え、２月末までに要求書を提出し、要求実現にむけて
闘い抜くための闘争の盛り上げと意思統一を図ること
を目的として行っている。
　冒頭、神野会長より、直近の経済情勢と若年者雇用の
問題、さらには２０１２春季生活闘争方針についての挨拶
があった。また、連合本部安永副事務局長から、連合の
今次春闘方針の作成にあたってのポイントと、連合が掲

げる「働くことを軸とする安心社会」の実現をどのよう
に春闘の取組みに繋げていくのかなどが提起された。
　三村委員長からは、連合愛知の中小共闘方針の説明
に加え、ミニマム目標値の設定、最低賃金の取組みにつ
いて説明がなされた。その後、ＪＡＭ・伊藤氏、ＵＩゼンセ
ン同盟・加鹿氏、セラミックス連合・和泉氏より今次春闘
への決意が力強く表明された。
　最後に、佐藤副委員長の発声で参加者全員によるガ
ンバロー三唱を行い、２０１２春季生活闘争のスタートを
切った。



　連合愛知は、第３回執行委員会（１２／２１）において、連
合本部の方針を踏まえた「２０１２春季生活闘争方針」を
決定した。特に、中小・未組織労働者の支援、政策実現
の取組みを主な目的として、情報の共有化・共通認識の
醸成、機運の盛り上げなどに取り組むことを確認した。
　以下に、連合愛知の基本方針に基づく具体的な取組
みを提起し、連合本部・構成組織・地域協議会と連携し
ながら、要求実現にむけて総力を傾注していく。
　
 生活改善に関する取組み
 （情報の共有化・共通認識の醸成と機運の盛り上げ）

（１）２０１２春季生活闘争 学習会の開催
　　連合の闘争方針の学習に主眼を置き、克服すべ
き諸課題について認識を一致させ、構成組織の春
季生活闘争の方針論議に資するため、１２月８日（木）
に日本銀行名古屋支店の櫛田誠希氏を講師に招い
て学習会を開催した。

（２）２０１２春季生活闘争 １万人総決起集会の開催
　　２０１２春季生活闘争における要求実現と闘争の
盛り上げを図るため、３月４日（日）に名古屋市の栄・
久屋広場において「２０１２春季生活闘争 １万人総決
起集会」を開催する。
　　また、１万人総決起集会のデモ行進後に「働くこ
とを軸とする安心社会の実現」にむけた街頭宣伝
行動を実施する。

（３）２０１２春季生活闘争 交渉状況交流会の開催
　　第３回闘争委員会（３／６）において、副会長産別を
中心とする構成組織の交渉状況について非正規労
働者を含め情報交換し、相乗効果の発揮につなげる。

（４）春季生活闘争官公部門決起集会の開催
　　人事院、総務省をはじめ公務部門における前向
きな回答を引き出すべく、民間労組の回答引き出

しのヤマ場に合わせて、３月１６日（金）に名
古屋市教育センターにおいて「２０１２春季生
活闘争官公部門決起集会」を開催する。

（５）賃上げ・一時金などの要求内容・妥結内容
の調査とフィードバック

　　調査広報組合の協力を得て、２月～５月の
間に賃上げ・一時金などの主要要求と妥結
の内容を調査し、各構成組織にフィードバッ
クすることにより、要求実現にむけた活動の
支援を図っていく。
　　広報紙を３月から５月にかけて３回程度発

行し、情報の共有化を図る。また回答・妥結状況に
ついては、ＦＡＸ速報とホームページにより迅速な
情報提供に努める。

 生活改善に関する取組み
 （中小・未組織労働者の支援の取組み）

（１） 中小共闘センターの設置
　　中小労組の闘争を支援するため、１２月１５日（木）
の第１回中小・雇用労働委員会において「中小共闘
センター」を設置し、構成組織を主体とする交渉支
援とともに中小共闘センターニュースの発行など
により情報を共有し、要求実現にむけた意識醸成を
図りながら解決促進を支援していく。

（２）中小労組決起集会の開催
　　中小労組の闘争の盛り上げを図るため、１月２７日（金）
に「名古屋プライムセントラルタワー」において「２０
１２春季生活闘争中小労組決起集会」を開催する。
　　中小労組の交渉力を強化するため、労働組合と
しての主張や連合愛知ミニマム目標値、愛知県下
の賃金実態について理解を深める。加えて、中小労
組の要求実現が、未組織・未加盟組合の賃金・労働
条件の底上げなど地域社会への波及につながるこ
とや、要求構築の考え方や交渉力強化のための訴
求点などについても共有を図る。

（３）中小労組情勢報告交流会の開催
　　３月末までの妥結状況を確認し、厳しい交渉状況
が想定される中小労組の妥結にむけた一層の体制
強化と最後までやりきる決意を固める場として、４
月初旬に「２０１２春季生活闘争中小労組情勢報告交
流会」を開催する。
　　連合の中小共闘の取組みや各構成組織における
闘争状況の情報交換を行い、解決促進を支援する。



（４）連合愛知ミニマム運動の推進
　　連合愛知ミニマム運動として、連合愛知全体の
賃金の底上げを目指して、連合愛知ミニマム目標
値を設定するとともに、愛知県下（集約した賃金デ
ータより算出）の賃金水準を公開する。加盟組合は、
ミニマム目標値と自らの賃金実態を踏まえて、賃金
水準の確実な維持を図りつつ、愛知県下の賃金水
準も意識した取組みを推進する。

　　また、加盟組合が自らの職場の賃金カーブを描き、
カーブの維持・改善を図るため、「個別賃金分析プ
ログラム」の活用拡大を図ることで、中小労組の水
準の維持と格差是正の取組みを支援していく。

（５）愛知県最低賃金の引き上げにむけた取組み
　　連合本部の方針に基づき、地域別最低賃金、特定
（産業別）最低賃金の改正にむけた取組みを推進す
る。構成組織、加盟組合においては、愛知にふさわ
しい水準（連合リヴィングウェイジの愛知８８０円以上）
での企業内最低賃金協定の締結にむけて取り組む。

 ワークルール、働き方に関する取組み

（１）ワークルールの実現、法令遵守の取組み
　　今春季生活闘争においても、働き方やワークル
ール、労働関係法令の遵守に対する取組みなど労
使で議論する課題が多いことから、２月を中心に「法
令遵守！！職場点検活動１０のポイント（クリアファイ
ル版）」を活用し、より良い職場環境や労働条件を
目指し課題解決にむけた労使協議を促進する。
　　また、「２０１２年度　政策・制度　実現の取組み」
と「２０１２春季生活闘争における賃金・労働条件改
善の取組み」を「運動の両輪」として、すべての労
働者を対象にした生活改善・格差是正の運動を、中
央と連携して取り組む。

 非正規労働者に関する取組み

（１）非正規労働者に対する組織化の取組み
　　構成組織・加盟単組において、それぞれの職場実
態を把握し、非正規労働者の組織化を進める。

　　すべての労働者に対する連合の取組みとして「春
の全国一斉労働相談ダイヤル」（２月１日～３日）を
実施する。

 

政策制度に関する取組み

（１）２０１２春季生活闘争と連動した政策キャンペーン
の展開

　　２０１２春季生活闘争の社会的気運の盛り上げと、
連合・連合愛知の重点政策テーマについての周知・
理解促進を図るべく、“安全・安心で活力ある愛知
の創造”を目指した政策キャンペーンを展開する。

（２）税制・確定申告運動の取組み
　　正しい税知識の習得を通じて、納め過ぎた税金
を還付し、公正な税制度のあり方を考える「税制・
確定申告セミナー」を１２月１４日（水）に実施したこ
とを踏まえ、確定申告運動を職場展開した後、３月１
日（木）～７日（水）の間に全地協と連携して県下各
税務署への提出行動を実施する。

（３）「働くことを軸とする安心社会の実現」にむけた
街頭行動の取組み
　　街頭行動において、２０１２春季生活闘争期の政策
制度課題を中心に訴える。２月１日（水）には２月１日
～３日に行う「労働相談ダイヤル」の告知をメイン
に行い、３月４日（日）には１万人総決起集会後に街
頭宣伝を実施する。

 行政、経営者団体などへの要請行動

（１）人事院中部事務局への要請行動
　　公務労協の中央における人事院・政府交渉と連
携し、公務員制度改革や地域の独自課題など組合
員の統一要求実現にむけた県内労使交渉の環境整
備と盛り上げを図るため、「人事院中部事務局への
要請行動」を実施する。

（２）愛知県知事・名古屋市長などへの要請行動
　　公務部門に働く組合員をはじめとする勤労県民・
市民の総合的労働条件の維持・改善にむけて、「愛
知県知事への要請行動」と「名古屋市長への要請
行動」などを実施する。

（３）愛知労使懇談会の実施
　　愛知県経営者協会と年２回の定例懇談会を２月１
４日（火）に、中小企業団体中央会との懇談会を３月
１日（木）に実施し、春季生活闘争における県内労使
の意見交換を通じて、労使交渉にあたっての環境
整備と盛り上げを図っていく。



　愛知県労働組合役員共済会は、各労働組合の役員
や職員の方々が、「安心して組合活動ができる」こと
を目指して立ち上げられた共済事業です。
　これまでも魅力ある共済制度となるよう、１口あ
たり年額２６０円だった掛け金を年額２４０円（１０口加
入の場合は２,４００円）としたり〔２００９年度より〕、実
通院の免責日数を５日以上から３日以上としたりす
る[２０１０年度より]など事業の見直しを適宜行ってき
ています。
　２０１１年１２月２１日に開催された第１６回理事会で確
認された２０１１年度の事業結果と決算及び２０１２年度
の事業計画と予算の内容は次のとおりです。

１．２０１１年度の事業報告
　（２０１０年１１月１日～２０１１年１０月３１日）
　（１）契約状況（２０１１年１０月３１日現在）
　　　契約団体数　　３０８団体
　　　加入人数　　    ９,３１８人
　　　加入口数　　  ８０,６８７口
　（２）共済金の給付状況
　　　合計　７件　１,７８９,５００円
　（３）共済掛金の入金状況
　　　合計　　　１９,０９９,２２０円
　（４）決算報告

　（５）資産状況
　　　基本財産　　　 ５０,０００,０００円
　　　支払準備金　　３０３,１２７,７１９円
２．２０１１年度の剰余金処分
　　全額を支払準備金に繰り入れた。
３．２０１２年度の事業計画
　安い掛金で、組合活動中の不慮の事故に対して手厚
い補償をすることにより、組合役員が安心して活動で
きる体制をサポートするため、連合愛知の加盟組合に
加入を呼びかけるキャンペーンに力を入れる。共済金
の適正な審査と給付を迅速に行い、安定した魅力のあ
る事業運営とサービスを継続して行っていく。また、よ
り充実・安定した自主共済・保証制度となるよう、共済
金の給付水準及び内容などについて検討を進める。

４．２０１２年度の収支予算

　　　　　　　　　　 収　　　入　(単位：円)

　　　　  科　　目

事業収入

　　　　　　　　受入共済金

事業外収益

　　　　　　 受取利息・配当

　　　　  収入合計

期末決算額  

１９,０９９,２２０

２,４８４,０３５

２１,５８３,２５５

予算対比（％）

 

９７.０

１７７.４

１０２.３

　　　　　　　　　　 支　　　出　(単位：円)

事業費

　支払共済給付金

会議運営費

　事務管理費

  事務運営費

キャンペーン対策費

支出合計　　　　

収支差額（剰余金）　　

１,７８９,５００

３３８,３４３

６,０００,０００

１,００５,７９４

１５６,８７０

９,２９０,５０７

１２,２９２,７４８

３９.７

６７.６

１００.０

８３.８

５２.２

７４.３

１４３.２

事業費　　　　

支払共済金

会議運営費

事務管理費

事務運営費

キャンペーン対策費

計　　　

当期剰余金　　

合　計　　

４,５００,０００

５００,０００

６,０００,０００

１,２００,０００

３００,０００

１２,５００,０００

８,５８０,０００

２１,０８０,０００

事業収入　　　

受入共済金

事業外収益　　

受取利息・配当

計　　　

合　計　　

１９,４４０,０００

１,６４０,０００

２１,０８０,０００

２１,０８０,０００

支　　　出　(単位：円)収　　　入　(単位：円)

　連合は「政策・制度実現の取組み」と「春季生活闘争
における賃金・労働条件改善の取組み」を運動の両輪
としてすべての労働者を対象にした生活改善・格差是
正の運動を進めている。
　連合愛知はこの方針に基づき、政策キャンペーン運
動「あんしんＵＰキャンペーン２０１２」として「ＰＲリーフ
レット」を作成した。ぜひ、職場・家庭にて本リーフレット
をご覧いただき、連合の政策実現の取組みへのご理解・
ご協力をお願いします。



１．当面の日程について
２．２０１２春季生活闘争「交渉状況交流会」の実施に
　ついて
　　日　時：２０１２年３月６日（火）
　　　　　　　　　　　第６回執行委員会終了後
　　場　所：ワークライフプラザれあろ６F 大会議室
３．２０１２年度連合愛知の公称組織人員について
４．２０１２春季生活闘争１万人総決起集会の開催につ
　いて　
　　日　時：２０１２年３月４日（日）１０：３０～１１：５０
　　場　所：栄・久屋大通公園　久屋広場
５．官公部門決起集会の開催について
　　日　時：２０１２年３月１６日（金）１８：３０～１９：３０
　　場　所：名古屋市教育センター　講堂
６.連合愛知ホームページのリニューアルについて
７.中小労組決起集会の開催について
８.２０１２連合愛知ミニマム目標値の設定について
９.２０１２生活点検運動「ライフＵＰ２１」の展開について
１０.「あんしんＵＰキャンペーン２０１２」の展開につ
　いて

１１.愛知県との予算説明懇談会の開催について
１２.県議会傍聴会（第２回）の開催について
１３.３.８国際女性デーの取組みについて
１４.２０１２メーデーについて

１.各種審議会・委員会などへの派遣について
２.連合愛知２０１２春季生活闘争の具体的な取組み
３．特別会計「政策活動資金会計」の新設について
４.諸規則の一部改定（案）について

確認事項

議　　事



地 協 活 動 告 知 板

トヨタ自動車（株）殿「工場見学」

赤い羽根共同募金

春闘学習会

家族行事「ぶどう狩り」

国政報告会

各級議員活動報告会

尾張東地協結成２０周年記念事業『家族

と一緒に工場見学！』を実施し、「トヨタ

自動車（株）元町工場」殿とＪＲ東海（株）

殿の「リニア・鉄道館」を見学しました。

県や市町の課題の共有と議員活動の理解を深める

ことを目的に、毎月行う幹事会の前段において輪番

制で実施しています。

地協役員をはじめ、構成組合役員や組合員の皆様にご協力を

頂きながら毎年実施しています。

春季生活闘争の時期に合わせ、構成組織（産別）の垣根を取り除いた横断的

な情報の共有化を目的とした「春闘学習会」を実施しています。

労福協尾張東支部との共

催で各種の地域活動を推

進しています。ぶどう狩り

以外にも、ソフトボール大

会や政策推進議員懇談会

なども、毎年、共催で実施

しています。

衆議院議員「山尾志桜里」

氏と参議院議員「大塚耕

平」氏を講師に招き、地協

主催の国政報告会を実施

しました。


